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要 旨

本稿では､まず小学校体育における ｢体力を高める運動｣にかかわり､最近の実践報告や研究動向から､

｢体力を高める運動｣の問題を浮き彫りにした｡そこでは､｢体力を高める運動｣の実践報告はきわめて少なく､

教材の開発もあまり進められていないことが明らかになった｡また､その背景には小学生には受けいれられに

くいとされる必要充足機能が強調されており､その内容はトレーニング的で量的な体力を問題にする数値主義

に基づき､自己の体力の高まりに着目した個人主義的な立場から ｢体力を高める運動｣が位置づけられている

ことが明らかになった｡加えて､最近の研究では､｢体力を高める運動｣の運動の特性､学習観､身体観といっ

た枠組みから展開されていることが明らかになったが､実際にどのように運動の内容構成を行っていけばよい

のかという教材開発の提示までには至っていないことが浮き彫りとなった｡

そこで､｢体力を高める運動｣における､①運動特性の捉え方､②学習観の捉え方､③身体観の捉え方の三

点について検討した結果､運動の特性は欲求充足機能を前面に取り上げながら､結果として必要充足機能に結

びつけるという表裏一体のものとして捉えることが肝要であると述べた｡また､学習観は個人主義的な学習観

から関係主義的な学習観へシフトすることが重要であると述べ､身体観は一人称的･三人称的身体から二人称

的身体へと転換することで､新たな体育教育をひらく可能性があると考察した｡

こうした視点を持ちながら､｢体力を高める運動｣の新たな内容構成に基づく教材開発を行った結果､欲求

充足と必要充足の機能の両方を重視しながら教材を作成するために､カード (A6版)形式を採用し､カード

の表面には欲求充足の観点が分かるように､｢運動の中心的なおもしろさ｣をイラストと文章で表記し､カー

ドの裏面には体力の四つの要素 (体の柔らかさ･巧みな動き･動きを持続する能力 ･力強い動きを高めるため

の運動)のどれと結びついているかという観点で示した｡また､仲間と共に楽しみながら行える運動を行うこ

とができるという観点から30の運動を選定し､仲間に働きかけたり､仲間から働きかけられたりすることに

より生まれる世界を大切にする二人称的な身体から運動を取り上げた｡

1.はじめに

平成 20年 3月に学校教育法施行規則の一部改正 と

小学校学習指導要領の改訂が行われた｡小学校体育に

かかわる今回の改訂 として ｢第 1章 総則 第 1教育

課程編成の一般方針 3｣に､｢体育 ･健康に関する指

導｣があげられる｡その中では､｢体力の向上に関す

る指導､安全に関する指導及び心身の健康の保持増進

に関する指導｣について､｢体育科の時間はもとより､

家庭科､特別活動などにおいてもそれぞれの特質に応

じて適切に行 うよう努めること｣ とされ､｢生涯を通

じて健康 ･安全で活力ある生活を送るための基礎が培

われるよう配慮 しなければならない｣(文部科学省､

2008a､p.25)と述べ られている｡また､体育科の目

標には､｢体力の向上を図 り｣(文部科学省､2008b)

と明記され､体力の向上が強 く主張されている｡ この

ように体力の向上に焦点化された理由は､｢子 どもの

体力水準が全体 として低下 していることがうかがえる
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とともに､積極的に運動する子どもとそうでない子ど

もに分散が拡大 しているとの指摘があることから､

〔中略〕児童が自ら進んで運動に親しむ資質や能力を

身につけ､心身を鍛えることができるようにすること｣

(文部科学省､2008a､p.25)が大切とされているか

らである｡これらのことから､小学校体育科において､

第 1学年では90時間から102時間へ､第2学年から

第4学年までは90時間から105時間へと年間時数が

増加され､さらに､これまで第5･6学年で取り扱わ

れていた ｢体つくり運動｣の領域がすべての学年に位

置づけられ､発達の段階に応じた指導内容を取り上げ

て指導するものとされた｡｢体つくり運動｣の領域に

ついては､二つの小領域から構成され､一つは ｢体ほ

ぐしの運動｣で6年間を通して行われ､もう一つは体

力を高めるために行われる運動として低学年に ｢多様

な動きをつくる運動遊び｣､中学年に ｢多様な動きを

つくる運動｣､そして､高学年は従前どおりの ｢体力

を高める運動｣が内容として示された｡なかでも新し

く導入される ｢多様な動きをつくる運動 (遊び)｣に

ついては､文部科学省から学校教育現場にパンフレッ

トが配布され､それには改訂の主旨､その運動の位置

づけ､指導計画､取り扱い方などの解説､多様な動き

の工夫例が紹介されている｡

このように体力の向上に重点をおいた今回の改訂で

はあるが､これまでの ｢体力を高める運動｣は直接的

に体力を高めるために行われる運動として取り上げら

れることが多く､子どもにとっては興味関心が低く､

意欲的に取り組めない領域でもあった｡また､｢体操｣

の領域の時代から､教師にとっても取り組みにくく､

敬遠されたり､準備 ･整理運動にあてて行われたりし

ているため､実践が極めて貧困であるとの指摘もされ

ている (板垣､1990;高橋 ･三木､1995;本間､1996)｡

また､前回の学習指導要領改訂時に埼玉県立スポーツ

研修センター (1999)が実施した ｢体育に関する意識

調査｣では､｢体力を高める運動 (旧体操)｣は､教師

にとってはあまり指導のしやすい領域ではなく､子ど

もにとってはあまり好きではない領域であるという結

果も報告されている｡

平成 11年 5月に改訂された学習指導要領でもすで

に体力 ･運動能力の低下傾向や二極化の状況を踏まえ

ており､その状況を改善するために ｢体ほぐしの運動｣

が導入されているが (文部省､1999)､その後も体力

の低下には歯止めがかからず､今回の改訂につながっ

ている｡加えてこれまでの ｢体力を高める運動｣は教

師にとっても子どもにとっても取り組みにくいという

指摘や報告からも､｢体力を高める運動｣は対症療法

的に取り組むだけでは問題の解決につながらない領域

であると考えられる｡

昇 ･山本 俊彦 ･加納 岳拓

2.研究の目的および方法

そこで本稿では､第一に､最近の実践報告や研究動

向から､小学校における ｢体力を高める運動｣がどの

ように捉えられているのかを明らかにし問題点を整理

する｡その方法としては､2000年 1月から2009年 11

月までの約 10年間の小学校体育における ｢体力を高

める運動｣の実践報告について調査する｡調査の方法

は､学術雑誌 『体育科教育 (大修館書店)』から､｢体

力を高める運動｣についての実践報告を取り出し､そ

の内容からキーセンテンスとキーワードを抜き出し､

｢体力を高める運動｣の実践報告がどのような傾向に

あるのかを整理する｡また､最近の ｢体力を高める運

動｣の研究動向を概観し､そこでの研究の枠組みを明

らかにすると同時に問題点を浮き彫りにする｡

第二に､第一の調査から浮かび上がってきた ｢体力

を高める運動｣の問題点について検討し､本研究の立

場を明確にする｡

第三に､第二で明確にした本研究における立場から､

｢体力を高める運動｣の新たな内容構成に基づく教材

開発を行う｡

3.｢体力を高める運動｣の先行研究

3.1 ｢体力を高める運動｣の実践例

前述した方法に基づきながら､｢体力を高める運動｣

の実践報告の調査を行った結果､およそ過去 10年間

において､小学校における ｢体力を高める運動｣に関

する実践報告は14件であった｡そのうち展開構成ま

で述べられている報告は11件であった｡

また､実践報告の内容からキーセンテンスとキーワー

ドから傾向を見ていくと､次の軌在から整理すること

ができた｡

○ 運動の特性については､｢体力を高める｣､｢動き

を身につける｣､｢運動を理解させる｣など､必要充

足機能にかかわるものが 130件に対して､｢楽しく

行う｣､｢運動の楽しさ｣､｢楽しくて夢中｣などとい

う欲求充足機能にかかわるものが30件であった｡

○ 運動の目的としては､｢高めたい体力｣､｢巧みさ｣､

｢自分の体力を知る｣など､数値や量で個人の体力

を高めることが目的とされるものが81件であった｡

それに対して､｢お互いの体のようすに気づく｣､

｢気持ちの面で満足｣､｢すっきりする｣というよう

な実感的･質的な体力を高めることが目的とされる

ものは5件であった｡

○ 運動の内容については､｢体力向上のプログラム｣､

｢なわとび｣､｢練習｣などという克服 ･達成的な内
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容ととれるものが60件であった｡それに対して､

｢一人ではできない長縄｣､｢大根抜き｣､｢鬼ごっこ｣

などという､一人では成り立たたず､おもしろさを

感じられる運動を内容とするものは15件であった｡

○ 運動によって感 じられる身体観は､｢自分の得意

な運動を行う｣､｢なりたい自分をみつける｣､｢自分

のめあてにむかう｣など､自己の身体の高まりに向

けられるものが60件に対して､｢共感｣､｢かかわり｣､

｢コミュニケーション｣などと表されるものは33件

であった｡

以上の調査結果から､この 10年間の ｢体力を高め

る運動｣の実践は､運動の特性から見ると､筋力や心

肺機能､循環機能への効果に注目したり､｢走る｣､

｢跳ぶ｣､｢まわる｣などの身体の動き方に注目したり､

体力の必要性や体力を高めるための運動の行い方を理

解したりするという必要充足機能が強調されている｡

そして､体力テストなどの結果から平均値と自分の結

果を比べるなど､量的に表される体力を高めることを

目的としている傾向が見られる｡そのため､運動の内

容は体の部位の筋力を高めるために動き続けたり､同

じ運動を繰り返したり､負荷をかけたりするというト

レーニング的な運動が行われる傾向があり､自己の体

力の高まりに注目した個人内の運動として取り上げら

れる傾向が強いといえる｡

これらのことから､｢体力を高める運動｣は冒頭で

取り扱いにくい内容であるとの指摘がされているよう

に､実践報告数は14件ときわめて少なく､教材の開

発もあまり進められていないことが明らかになった｡

また､その背景には小学生には受け入れられにくいと

される必要充足機能が強調されており､その内容はト

レーニング的で量的な体力を問題にする数値主義に基

づき､自己の体力の高まりに着目した個人主義的な立

場から ｢体力を高める運動｣が位置づけられているこ

とが明らかになった｡

3.2 ｢体力を高める運動｣の研究動向

前述した ｢体力を高める運動｣の問題点に対し､近

年新たな枠組みから解決を目指そうとする研究として､

佐々木 (2000)､大塚 (2004､2005)､鈴木 ･塩沢

(2006)らの研究があげられる｡

佐々木 (2000)は､｢体力を高める運動｣について

｢従来から問題視されていた体操領域の活性化等によっ

て､単に 『必要の充足』だけで授業を展開することの

限界が今まで以上に問われるようになった｣と指摘し､

そして､児童の欲求も充足できるような教材をつくる

ことが重要で､特性理解の転換と教材づくりの必要性

を述べている｡

また､大塚 (2004､2005)は､｢体力を高める運動｣

と ｢体ほぐしの運動｣を ｢別々の内容として捉えてい

るという点に､『体つくり運動』が難しい領域といわ

れる一因がある｣(2004､p.17)と指摘し､｢体力を高

める運動｣も､｢楽 しさや爽快感を引き出す教材づく

りの工夫が求められている｣(2005､p.26)と述べ､

運動をした時の心地よさを体験する機会を持つことが

大切で､｢体力を高める運動｣と ｢体ほぐしの運動｣

を有機的に関連づけた教材開発が必要だと述べている｡

さらに､鈴木 ･塩沢 (2006)は､学習内容の意味や

価値はどの学習者にとっても同じではなく､｢体力の

高め方｣は個人や集団､環境､体調などの状況と文脈

によって変化するので､｢体力を高める運動｣も学習

内容の意味や価値は状況と文脈によって変わるという

解釈的パラダイム (藤田､1995)に立ち､学習を捉え

る必要があると述べている｡そして､従来 ｢体力を高

める運動｣は必要充足の運動とされ､運動の効果的特

性や構造的特性に基づいて授業づくりがなされ､体力

を獲得することが目指されていたが､｢体力を高める

運動｣も学習者にとっての意味や価値を生成させるこ

とが大切であり､自分へ気づき､体力の高め方を自分

の内側から創造 ･発見していくことが学習であると捉

え直していく必要があると述べている｡

こうした先行研究は､いずれも ｢体力を高める運動｣

の運動の特性の取り上げ方に言及しており､これまで

の必要充足機能だけではなく､欲求充足機能からも学

習内容を導き出すことの必要性を論じている｡また､

｢体力を高める運動｣を展開していく学習観のことに

もふれており､これまでの獲得概念としての学習から

学習者にとっての意味生成を大切にした学習概念への

転換を促している｡さらに､身体の見方にも着眼して

おり､心地よさや楽しさ､気づきなど､自分白身の身

体を外的基準に当てはめながら見ていくだけではなく､

実感を手がかりとした内側から身体を見ていくことを

提示している｡

以上のことから､これらの先行研究は ｢体力を高め

る運動｣の運動の特性､学習観､身体観といった枠組

みの見直しに対する問題提起として受け止めることが

できる｡しかし､新たな枠組みから実際にどのように

運動の内容構成を行っていけばよいのかという具体的

な教材開発の提示までには至っていないことから､本

稿では小学校体育における ｢体力を高める運動｣につ

いて､運動の特性と学習観と身体観に着目しながら､

具体的な教材開発を行うことが課題としてあげられる｡
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4.｢体力を高める運動｣の捉え方

4.1 ｢体力を高める運動｣と運動の特性

運動の特性と分類について佐伯 (1995､p.120)は

次のようにまとめている｡

運動の特性は､それぞれの運動を他の運動と区別

する特徴であり､ (中略)体育授業では､運動は目

標を達成する活動を導く具体的なものであることか

ら､目標との関係から特性を捉えることが有効であ

る｡この視点からの運動の特性は､運動の身体的発

達に対する効果に注目する ｢効果的特性｣､運動の

技術的な仕組みに注目する ｢技術構造的特性｣､そ

して運動の欲求や必要を充足する機能に注目する

｢機能的特性｣の三つに大別される｡

また､佐伯 (1995､p.121)は機能的特性と分数に

ついて次のようにまとめている｡

運動は､まず欲求を充足するために工夫され､そ

の機能をもつ運動と､身体的必要を充足するために

工夫され､その機能をもつ運動とに大別され､さら

にそれぞれが充足する欲求もしくは必要の種類によっ

て類型化される｡前者はスポーツとダンスであり､

後者は体操である｡

｢体力を高める運動｣は､身体への効果的特性が注

目され､機能的特性の面では必要充足の運動として分

類される｡

冒頭で述べたとおり､平成 20年小学校学習指導要

領の改訂では､体力の向上が強く主張され､｢体つく

り運動｣の一層の充実が図られている｡しかし､｢体

力を高める運動｣をこれまでのように､身体への効果

的特性の面と必要充足機能の運動としての位置づけだ

けで捉えるならば､子どもの体育嫌いや落ちこぼしを

大量に生む可能性もある｡

宇土 (1995)によれば､1968年の学習指導要領改

訂後には､その頃の社会的背景も受けて､授業も含め

た学校全体で ｢体力｣を重視されるようになったと述

べられている｡そのため､｢休憩時間も強制的な体力

育成時間にされ､体育授業がトレーニング化され､もっ

ぱら運動量ばかりをバロメーターとする授業が強調さ

れた｡こうして学校全体が体力の調教場となり､体力

は一時的に向上したが､『スポーツは好きだが､体育

は嫌い』という体育嫌い､授業での見学者､『落ちこ

ぼし (れ)』を大量に生んだ｣とされる｡また､本間

(1996)は ｢体操は大人にとって意味のある運動でも､
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子 どもにとってはあまりおもしろくない運動｣

(p.165)であり､｢手段的運動をくり返し行わせても､

まだ子どもにはその必要性を十分に理解することがで

きず､あまり意欲的には取り組まない傾向がみられる｣

(p.165)と述べている｡

すなわち､｢体力を高める運動｣を身体への効果的

特性や必要充足機能の側面を強調して運動を取り上げ

る考え方では､前述した問題を再びくり返すことにな

るものと考えられる｡

これに対して､山本 (2001)は ｢子どもたちが､

『我がもの』として本気で運動と取り組むようにする

ためには､『いま-ここ』での活動が､与えられた活

動やある一定の価値的な上昇にむけて組み込まれた活

動としてあるのではなく､多様な広がりを持つ 『プレ

イ (おもしろくて夢中にさせる)の連続』としてある

ことが重要｣であると主張している｡ また､松田

(2001)は ｢運動 ･スポーツのそれ自体のよさとは何

か､あるいは生涯にわたってそれに親しむことの原動

力は何かと考えた場合､それはやはり運動 ･スポーツ

が持っている固有の 『おもしろさ』や 『楽しさ』だ｣

とし､｢『運動を楽しむ』ということを体育で大切にす

るのはそのためである｣と述べている｡

両氏の見解は､｢体力を高める運動｣の領域に向け

られたものではないが､運動を目的的･現実的に捉え､

プレイの視点から運動の内容を構成していくことが､

生涯にわたり運動に親しむ原動力になるとしている｡

以上のことを踏まえると､次のようなことがいえよ

う｡小学校高学年の子どもは､これまでもたびたび指

摘されてきたように､体力を高めることへの必要性を

自分事として感じにくい時期であり､身体への効果の

必要性をこれまでの実践においては感じ取らせること

が困難であるように考えられる｡したがって､｢体力

を高める運動｣の取り上げ方は､欲求充足機能を前面

に取り上げながら､結果として必要充足機能に結びつ

けるという表裏一体のものとして捉えることが肝要で

あると考えられる｡

4.2 ｢体力を高める運動｣と学習観

次に､これまでの ｢体力を高める運動｣の実践報告

にみられる運動内容は､一人で行うものが中心で､学

校で取り上げなくても行える運動が多かったことから､

ここでは ｢体力を高める運動｣を学校体育で行う意義

について検討してみたい｡

里見 (2005)は､｢学校という空間は､ほかの空間

にはない大きな可能性が潜在している｡子どもたちが

集まって､ひとつのことがらを､協同的に､持続的に､

かつ知的に追及できる場として､学校以外に現在､ど

のような場所がありうるだろうか｣と述べている｡ま
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た､佐藤 (1997)は ｢『学力』や 『能力』として見ら

れているものがあるとすれば､それは､人とモノ､人

と道具､人と人のあいだの関係だろう｡その証拠に､

教材を工夫したり教室の環境や人間関係を改善したり

して､関係や状況を変化させれば､『学力』や 『能力』

と呼ばれるものも著しく変化する｣と述べている｡

両氏が述べるように､｢体力を高める運動｣も学校

という共同的な空間で､人とモノ､人と人との関係の

中で､協同的に､持続的に､かつ知的に探求したいと

思う運動でなければ､行っている運動に対し意味や価

値は感じられず､体力の向上にもつながらないであろ

う ｡

このことは､｢体力を高める運動｣を捉える学習観

を､所与の知識や技能の個人的獲得や個人の内的プロ

セスとみなす個人主義的学習から､他者とのかかわり

のある多様な活動を通して意味を構成していく社会的

行為とみなす関係主義的学習へと学習観の転換である

と受け止めることができよう｡

近年のわが国の学習観は､これまでの学校教育の底

流にある ｢客観主義的知識観 (普遍的正答を措定して

その個人的獲得を学習と見立てようとする考え方)｣

を超え､｢知識は人々の社会的な関係性の中で構成さ

れる｣と考える ｢社会構成主義的知識観｣が台頭して

きている (広石､2005)｡教科教育研究も歩調をあわ

せるように､この後者に基づいたカリキュラム研究や

教材開発が進められているが､体育科教育は教科の特

性上から､身体を鍛えるという ｢トレーニングとして

の体育｣の時代が長く続き､昭和50年代に入ってか

らようやく ｢ラーニングとしての体育｣へと転換が図

られたという経緯がある｡しかし､その ｢ラーニング

としての体育｣の学習概念は､先の客観主義的知識観

にとどまるものであり､社会構成主義的知識観を基調

とする ｢関係主義的アプローチ｣によるカリキュラム

研究や授業研究､教材開発は他の教科と比べ遅れをとっ

ていることは否めない｡特に ｢体つくり運動｣の領域

はその傾向が強く､授業実践に変化をもたせにくくなっ

ているといえよう｡

一方､深刻化が叫ばれる子どもの体力低下問題につ

いて､最近の識者らの指摘は､子どもたちの遊びや運

動環境 (人的･物的)の整備の必要性に集中している｡

例えば､脇田 (2004)は ｢子どもたちに健康のために

運動やスポーツをするのではなく､運動やスポーツを

楽しむことによってより高いレベルの健康を獲得でき

ることを伝える必要がある｣(p.13)とし､｢屋外遊

びやスポーツに親しむ機会を意識して確保し､積極的

に体を動かす機会をつくっていく必要がある｣(p.13)

と述べている｡このことは､行動主義的学習論の ｢連

合｣を持ち出し無意味にトレーニングさせたり､認知

主義的学習論の ｢獲得｣することが必要だからと煽っ

たりするのではく､自然に遊びたくなったり運動した

くなるような環境づくりの重要性を説いている｡

以上のことから､関係主義的な学習観に基づく ｢体

力を高める運動｣とは､｢数値 (高い数値､速い数値､

強い数値など)交換｣に動機づけられるから運動を行

うのではなく､眼の前に広がる濃密な運動のおもしろ

さに誘われて思わずその世界へ ｢参加｣したくなると

いうものである｡すなわち､学校外で積極的にかつ安

心して屋外遊びやスポーツに親しむ環境が減少してき

ている今日において､自己 (学習者)と他者 (人 ･モ

ノ･自然など)との関係づくりよって体力を高めるの

ではなく､体力が高まるような運動の世界を構成して

いくことが学校体育の役割というように考えられる｡

4.3 ｢体力を高める運動｣と身体観

今ひとつ問題として取り上げたいことは､｢体力を

高める運動｣における子どもの身体の捉え方である｡

戦前の体操は労働力や兵力としての身体の教育であ

り､教師によって指示された運動を繰り返す トレーニ

ングであり､運動をする人の身体は､国家や社会に向

けられた､いわば三人称的身体であったといえよう｡

そして､戦後の体育は運動を手段とする全人教育を経

て､一人一人の子どもの主体的な学習活動を導くため

の個性化 ･個別化学習の台頭により､運動する人の身

体は一人称的身体へとシフトしていったものと見るこ

とができよう｡

これは先の学習観の問題にも通じることであり､客

観主義的な身体や主観主義的な身体については､通過

してきたと見ることができるが､そこには関係主義的

な身体が不在と見ることができよう｡最近､話題性の

高い ｢コミュニケーションカ｣や ｢対話力｣､学校に

おいては ｢伝え合う力｣の育成や ｢学び合い｣による

授業の浸透､体育においては ｢心と体を一体としてと

らえる｣といった教科目標の設定など､すべては関係

主義的な身体観を背景にもつものと考えることができ､

これについての識者らの意見として次のようなものが

あげられる｡

例えば､佐伯 (1991)は外界から適切なアフォーダ

ンスをピックアップする体を持っているはずの人間が､

現在の教育によって ｢閉じられたからだ｣を育ててし

まっていることを指摘し､本来人間に備わっている

｢働きかけられるかかわり｣が軽視されていることへ

の警鐘を学校教育 ･体育に促している｡また､佐藤

(2000)は現在の日本の小学校の教室の特徴を ｢騒々

しさ (発言の過剰)｣にあるとし､いつわりの主体性

を追求する授業の形式主義を改め､｢(受動的能動性)
としての主体性｣の必要性を強調している｡さらには､
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斉藤 (2001)はかつては自然に行われていたような他

人との息や気が通じ合うような対話力が落ちてきてい

るように感じるとし､｢レスポンス (対応 ･応答)す

る身体｣の重要性を張っている｡

岡野 (2003)は､こうした識者らの意見を取り入れ

ながら､関係主義的な身体にかかわり､｢『かかわり合

い』とは､『関係を持つこと』である｣(p.127)と述

べている｡そして､自己が 『主体となって働きかける

かかわり』と､自己が 『客体となって働きかけられる

かかわり』の二つの 『かかわり』から成り立っている｡

したがって､関係成立時のからだは､『主体としての

からだ』と 『客体としてのからだ』の両義性を持ち合

わせている 『関係としてのからだ』として存在してい

ることになる｣(p.127) と述べ､自分と相手との間

に起こる運動の実践を提示している｡例えば､二人が

座った状態から背中を合わせたままお互いが立つとい

う運動があげられ､自分の力を相手にあげたり相手の

力を自分にもらいながら､相手の体を受けいれたり自

分の体を相手にゆだねたりすることによりお互いが立

つ (立ってしまう)､というようなものである｡

これは､自分と他者との間に生まれる ｢間主観的意

味世界｣(松田､1999)､あるいは ｢二者の身体が意識

することなく呼応し､そこに相互的､相補的な関係が

成立するという間身体的な関係 (メルロ･ボンティ)

の次元｣(鯨岡､2006)を生み出すものであり､二人

称的な間身体関係 (湯浅､1996)の視点に着眼したも

のと考えられる｡

以上のことから､｢体力を高める運動｣における身

体を二人称的身体と捉えることで､これまで問題にさ

れてきたできることはよいことに象徴される ｢持つ

こと (tohave)｣の重視から ｢丸ごとの存在として

の人間 (tobe)｣の問題としての一人ひとりのからだ

を見つめ､新しいからだの教養を培い育む体育教育へ

の可能性がひらかれるように考えられる｡

5.｢体力を高める運動｣の教材開発

5.1 教材開発のコンセプ ト

新しい ｢体力を高める運動｣の教材を開発するにあ

たって､次の三点に重点をおいた｡

第一に､運動の特性の位置づけであり､欲求充足と

必要充足の機能の両方を重視しながら教材を作成する

ことにした｡そのため､欲求充足と必要充足を表裏一

体として表せるように､カー ド (A6版)を作成する

こととした｡カー ドの表面には欲求充足の観点が分か

るように､｢運動の中心的なおもしろさ (その運動固

有のおもしろさ､本物のおもしろさ)｣をイラストと

文章で表記した｡そして､裏面には表面で取り上げた
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運動が小学校学習指導要領体育の ｢体力を高める運動｣

に示される体力の四つの要素 (体の柔らかさを高める

ための運動､巧みな動きを高めるための運動､動きを

持続する能力を高めるための運動､力強い動きを高め

るための運動)のどれと結びついているかという観点

で示した｡

第二に､仲間と共に楽しみながら行える運動を行う

ことができるという観点から､30の運動を選定した｡

選定については､第二筆者と第三筆者が大学の専門授

業 ｢小学校専門体育｣(1999年～2009年)の中で行わ

れた200以上の運動を対象とした｡

第三に､自分の身体の高まりだけに注目する一人称

的な身体だけではなく､仲間に働きかけたり､仲間か

ら働きかけられたりすることにより生まれる世界を大

切にする二人称的な身体から運動を取り上げた｡

5.2 ｢体力を高める運動｣のカー ドの内容構成

｢体力を高める運動｣のカー ドの内容構成は､表 1

のとおりであり､①運動の特性 (欲求充足機能と必要

充足機能)､②学習観､③身体観の三点から構成し､

①の欲求充足機能は運動の中心的なおもしろさを表記

し､必要充足機能は体力的要素を表記した｡また②に

ついてはどのような他者関係から成り立っているかを

明記し､③については二人称的身体から明記した｡

なお､必要充足機能の体力的要素は､学習指導要領

に示されてある四つの要素を次のように解釈し直した｡

O｢体の柔らかさを高めるための運動｣は､自分の
体に関心をもち､主として仲間とかかわり合うこと

で､自分の体が柔らかく変化していくことが実感で

きるようにした｡また､体の柔らかさを連想させる

タコのイラストで表示した｡

O｢巧みな動きを高めるための運動｣は､リズムや
タイミング､仲間との駆け引きを楽しむことで巧み

さを高めることができるようにした｡また､巧みな

動きを連想させるサルのイラストで表示した｡

O｢動きを持続する能力を高めるための運動｣は､
主に鬼遊びを楽しむことで､いろいろな方向に体を

切り返す動きを続ける能力を高められるようにした｡

また､持続する動きを連想させるカメのイラストで

表示した｡

O｢力強い動きを高めるための運動｣は､仲間と触
れ合い､支持し合い､押し合い､引き合い､抵抗し

合うことで力強い動きを高めることができるように

した｡また､力強い動きを連想させるゾウのイラス

トで表示した｡
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表 1 ｢体力を高める運動｣のカー ドの内容構成

No. 運動名/イラスト 運 動 の 特 性 学習観 身体観

欲求充足機能運動の中心的なおもしろさ 必要充足機能体力的要素 他者関係 二人称的身体

1 体の柔らかさの変化に気づくことがおもしろい 体の柔らかさを高めるための運動 * *

2 変化する体 2 ∫ 体の柔らかさの変化に気づくことがおもしろい 体の柔らかさを高めるための運動 * *

3 ペアマッサージ 相手の体に触れたり､自分の体に触れられたりという ｢触 体の柔らかさを高め 1人対 1人 触れる身体と触れ

れ合う 伐虫れる-触れられる)｣ことがおもしろい るための運動 られる身体

4 ペアラジオ体操 ペアで掛け合いながらラジオ 体の柔らかさを高め 1人対 1人 見る身体と見られ
体操をすることがおもしろい るための運動 る身体

5 後転 言 こ汐 ､) .′､/㌔.＼唇 心 . 載観 自分の体の重さを感じながら､ゆっくりと後転することがお 体の柔らかさを高め * *

6 エアー長なわ 跳ぶ人は見えないなわを仲間 巧みな動きを高めるための運動 2人対 2人 跳ぶ身体と跳ばせる身体

と一緒に跳ぶ､まわす人は見えないなわを仲間と一緒に跳ばせるという ｢跳ぶ-跳ばせる｣ことがおもしろい

7 縄張りエーシヨン 跳ぶ人はまわっているなわの 巧みな動きを高める 1人対 1人 跳ぶ身体と跳ばせ
リズムをつかみ跳ぶ､まわしている人は跳ほうとしている

人のタイミングをつかみ跳ばせるという ｢跳ぶ-跳ばせる｣ことがおもしろい ための運動 る身体

8 跳ぶ人はまわっているなわのリズムをつかみ跳ぶ､まわしている人は跳ほうとしている 巧みな動きを高める 1人対 1人 跳ぶ身体と跳ばせ

人のタイミングをつかみ跳ばせるという ｢跳ぶ-跳ばせる｣ことがおもしろい ための運動 る身体

9 なわ跳びリズム走 跳ぶ人はまわっているなわの 巧みな動きを高める 1人対 2人 跳ぶ身体と跳ばせ
リズムをつかみ跳ぶ､まわしている人は跳ほうとしている

藩二二=>/,J等∴｣ ことがおもしろい
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No. 運動名/イラスト 運 動 の 特 性 学習観 身体観

欲求充足機能運動の中心的なおもしろさ 必要充足機能体力的要素 他者関係 二人称的身体

ll 相手の出方を察 しながら ｢押す-押される｣｢引く-引かれる｣ことがおもしろい 巧みな動きを高めるための運動 1人対 1人 押す身体と押される身体引く身体と引かれる身体

12じゃんけん手たたき侵 ′/tuョ// ～ 相手の手をたたいたり､自分の手をたたかれないようにし 巧みな動きを高める 1人対 1人 たたく身体とたた
たりという ｢たたく-たたかれる｣ことがおもしろい ための運動 かれる身体

13 とっさの出来事 振り向きざまに玉を ｢取る- 巧みな動きを高める 1人対 1人 取る身体と取られ
取られる｣ことがおもしろい ための運動 る身体

14 背中にタッチ 攻めながら守る､守りながら攻めるという ｢追う-追われ 巧みな動きを高めるための運動動きを持続する能力を高めるための運動 1人対 1人 追う身体と追われる身体し膏鵜碁箪 る｣ことがおもしろい

15 タッチ&エスケープ タッチされないように逃げる､逃げられないようにタッチし 巧みな動きを高めるための運動 1人対 1人 追う身体と追われ

続けるという ｢追う-追われる｣ことがおもしろい 動きを持続する能力を高めるための運動 る身体

17 子とり鬼ごっこ■■山■ー■._.._ 末っ子を追いかけ､鬼から末っ子を守り抜くという ｢追う-追われる｣ことがおもしろい 巧みな動きを高めるための運動動きを持続する能力を高めるための運動 1人対 4人 追う身体と追われる身体

18 鬼が島の鬼ごっこ みんなを追いかけ､みんなから追いかけられるという ｢追 巧みな動きを高めるための運動 1人対全員 追う身体と追われ

19 助さん格さ義母索 悪代官が姫を追いかけ､悪代官から助さん格さんが姫を守 巧みな動きを高めるための運動 1人対 3人 追う身体と追われ
り抜くという ｢追う-追われ 動きを持続する能力 る身体

20 サイン交差イン 子どもは､鬼にタッチされず 巧みな動きを高めるための運動動きを持続する能力を高めるための運動 1人対 4人 追う身体と追われる身体
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No. 運動名/イラスト 運 動 の 特 性 学習観 身体観

欲求充足機能運動の中心的なおもしろさ 必要充足機能体力的要素 他者関係 二人称的身体

21 お尻だけで前に進む､思うように前に進まないということがおもしろい 巧みな動きを高めるための運動動きを持続する能力を高めるための運動 * *

22 相手の足を踏むと同時に､相手にも足を踏まれないように 巧みな動きを高めるための運動 1人対 1人 踏む身体と踏まれ

するという ｢踏む-踏まれる｣ことがおもしろい 動きを持続する能力を高めるための運動 る身体

23 くつ下レスリング 相手のくつ下をとりにいくと､ 力強い動きを高める 1人対 1人 取る身体と取られ

′./奄:ご′1,.研_参考) 自分のくつ下もねらわれると
いう ｢取る-取られる｣ことがおもしろい ための運動 る身体

24 お地蔵さん倒し お地蔵さんは体をあずけ､受 力強い動きを高めるための運動 1人対 2人 あずける身体とあずけられる身体I/) けいれる人はお地蔵さんの体をあずけられるという ｢あずける-あずけられる｣ことが

25 - ｢背負う-背負われる｣こと 力強い動きを高める 2人対 2人 背負う身体と背負

がおもしろい ための運動 われる身体

26 仲間の手を跳んだり､仲間を跳ばせたりするという ｢跳ぶ-跳ばせる｣ことがおもしろい 力強い動きを高めるための運動 1人対 2人 跳ぶ身体と跳ばせる身体

27 相手をひっくり返したり､相手からひっくり返されたりするという ｢ひっくり返す-ひっくり返される｣ことがおもしろい 力強い動きを高めるための運動 1人対 1人 ひっくり返す身体とひっくり返される身体

される感覚がおもしろい ための運動 られる身体感覚がおもしろい ための運動 られる身体

30 自分の体がフワッと回される 力強い動きを高める 1人対 1人 支える身体と支え
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図1カード表面

図2カード裏面

5.3 ｢体力を高める運動｣のカードの実際

カード表面 (図 1)は､主として欲求充足機能から

構成し､｢通し番号｣､｢運動名｣､｢イラスト｣､｢中心

的なおもしろさ｣の観点から表記した.なお､カード

表面は､そのまま実際の授業などで子どもたちに提示

できるように作成した｡

カード裏面 (図2)は､主として必要充足機能から

構成し､｢通し番号｣､｢(運動の)読み方｣､｢準備物｣､

｢運動の要素｣､｢運動の効果｣､｢行い方｣､｢バリエーショ

ン｣､｢安全のための注意事項｣の観点から表記した｡

｢運動の要素｣は一目で分かるように動物のイラストで

表し､｢運動の効果｣は必要充足機能から表記した｡ま

た､その運動のおもしろさを十分に味わえるように ｢行

い方｣の順序性を記したり､おもしろさが発展していく

ように ｢バリエーション｣も表記した｡加えて､怪我や

事故の防止のために ｢安全のための注意事項｣を端的

に表し､｢運動名｣には作成者の意図や思いを込めてい

るので､｢(運動の)読み方｣も表記した｡

6.まとめ

本稿では､小学校体育における ｢体力を高める運動｣

にかかわり､第一に､最近の実践報告や研究動向から､

｢体力を高める運動｣の実践がどのような傾向にある

のかを整理した｡その結果､｢体力を高める運動｣は

これまでも取り扱いにくい内容であるとの指摘がされ

てきているとおり､実践報告数は 14件ときわめて少

なく､教材の開発もあまり進められていないことが明

らかになった｡また､その背景には小学生には受けい

れられにくいとされる必要充足機能が強調されており､

その内容はトレーニング的で量的な体力を問題にする

数値主義に基づき､自己の体力の高まりに着目した個
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人主義的な立場から ｢体力を高める運動｣が位置づけ

られていることが明らかになった｡

また最近の研究では､｢体力を高める運動｣の運動

の特性､学習観､身体観といった枠組みから展開され

ていることが明らかになったが､実際にどのように運

動の内容構成を行っていけばよいのかという教材開発

の提示までには至っていないことが浮き彫 りとなった｡

そこで､第二に､第一で問題として浮き彫 りにされ

た､①運動特性の捉え方､②学習観の捉え方､③身体

観の捉え方の三点について検討 した｡その結果､｢体

力を高める運動｣の運動の特性は､欲求充足機能を前

面に取 り上げながら､結果として必要充足機能に結び

つけるという表裏一体のものとして捉えることが肝要

であると考察 した｡また､｢体力を高める運動｣の学

習観は個人主義的な学習観から関係主義的な学習観へ

シフ トすることが重要であると述べ､｢体力を高める

運動｣における身体観は一人称的 ･三人称的身体から

二人称的身体へと転換することで､新たな体育教育を

ひらく可能性があると考察 した｡

こうした視点を持ちながら､第三に､｢体力を高め

る運動｣の新たな内容構成に基づく教材開発を行った｡

その結果､欲求充足と必要充足の機能の両方を重視 し

ながら教材を作成するために､カー ド (A6版)形式

を採用 し､カー ドの表面には欲求充足の観点が分かる

ように､｢運動の中心的なおもしろさ｣をイラス トと

文章で表記 し､カー ドの裏面には体力の四つの要素

(体の柔 らかさを高めるための運動､巧みな動きを高

めるための運動､動きを持続する能力を高めるための

運動､力強い動きを高めるための運動)のどれと結び

ついているかという観点で示 した｡また､仲間と共に

楽 しみながら行える運動を行うことができるという観

点から30の運動を選定 し､仲間に働きかけたり､仲

間から働きかけられたりすることにより生まれる世界

を大切にする二人称的な身体から運動を取 り上げた｡

今後は､作成 したカー ドを三重県内の小学校教師に

配布することとし､カー ド活用に関する調査を行うこ

とで､更なる教材の改善に資することが課題としてあ

げられる｡また､作成 したカー ドを活用 した授業の開

発や展開構成の検討が今後としてあげられる｡
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